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は
障
害
者
週
間

は
障
害
者
週
間

12
月
3
日　
　

12
月
9
日
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視
覚
障
が
い
、
聴
覚
障
が
い
、
言
語
障

が
い
、
手
足
の
不
自
由
、
心
臓
・
腎
臓
・

呼
吸
器
な
ど
の
内
臓
機
能
の
障
が
い
等
、

生
ま
れ
つ
き
症
状
を
お
持
ち
の
方
や
、
事

故
・
病
気
で
の
発
症
に
よ
る
も
の
な
ど

様
々
な
障
が
い
が
あ
り
ま
す
。
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先
天
的
に
知
的
な
理
解
力
や
判
断
力
が

弱
か
っ
た
り
、
人
や
環
境
に
な
じ
み
に
く

か
っ
た
り
し
、生
活
に
支
障
が
あ
り
ま
す
。

ち
ょ
っ
と
し
た
声
か
け
な
ど
の
支
援
で
解

決
す
る
こ
と
も
多
く
、
軽
度
の
場
合
は
本

人
も
周
囲
も
気
づ
か
な
い
こ
と
も
あ
り
ま

す
。

　

常
陸
大
宮
市
に
暮
ら
す
約
４
万
５
千
人
の
う
ち
、
何
ら
か
の
障
が
い
が
あ
る
方
は
約
２
千
人
い
ま
す
。

　

誰
も
が
い
き
い
き
と
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
、
障
が
い
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
、
人
格
と
個
性
を
尊
重
し
支
え

合
う
「
共
生
社
会
」
を
つ
く
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
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統
合
失
調
症
や
う
つ
病
な
ど
精
神
の
病

気
に
よ
り
、
長
期
に
わ
た
っ
て
日
常
・
社

会
生
活
に
支
障
の
あ
る
状
態
で
す
。
仕
事

な
ど
で
ス
ト
レ
ス
を
抱
え
て
精
神
障
が
い

に
な
る
例
が
増
え
て
い
ま
す
。

　

障
が
い
に
は
、
生
ま
れ
つ
き
の
も
の
や

生
活
を
す
る
中
で
な
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。

　

例
え
ば
、
交
通
事
故
で
手
足
が
不
自
由

に
な
っ
た
人
や
、
脳
梗
塞
で
半
身
不
随
に

な
っ
た
人
、
仕
事
の
ス
ト
レ
ス
や
人
付
き

合
い
に
疲
れ
て
精
神
障
害
者
に
な
っ
た
人

な
ど
で
す
。

　

私
た
ち
の
誰
も
が
、
こ
の
よ
う
な
形
で

障
が
い
者
に
な
る
可
能
性
が
あ
る
の
で

す
。
障
が
い
を
理
解
し
、
障
が
い
の
あ
る

方
も
な
い
方
も
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
す

こ
と
が
で
き
る
ま
ち
を
つ
く
っ
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

　

心
臓
の
ペ
ー
ス
メ
ー
カ
ー
な
ど
は
勿
論

見
え
ま
せ
ん
し
、
聴
覚
の
障
が
い
や
知
的

の
障
が
い
、
精
神
の
障
が
い
は
関
わ
っ
て

初
め
て
障
が
い
を
お
持
ち
の
方
と
分
か
る

場
合
も
あ
る
の
で
す
。

▼
障
が
い
に
は
「
身
体
障
が
い
」

「
知
的
障
が
い
」「
精
神
障
が
い
」

の
３
種
類
が
あ
り
ま
す
。

▼
外
見
で
は
わ
か
ら
な
い
場
合
も

あ
り
ま
す
。

▼
誰
で
も
障
が
い
者
に
な
る
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。
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障害児福祉手当
�対象者
　身体または精神に著しく重度の障がいがあるため、日常
生活で常時特別の介護を必要とする２０歳未満の在宅の重度
障がい児
　※ただし、次の場合は対象となりません
①受給者またはその配偶者若しくは扶養義務者の前年の所
得が一定金額以上の場合
②施設等に入所している方
③障がいを支給事由とする年金給付を受けている方

�支給額　　月額　１４，３３０円

特別障害者手当
�対象者
　身体または精神に著しく重度の障がいがあるため、日常
生活で常時特別の介護を必要とする２０歳以上の在宅の重度
障がい者
　※ただし、次の場合は対象となりません
①受給者またはその配偶者若しくは扶養義務者の前年の所
得が一定金額以上の場合

②施設等に入所している方
③病院等に３カ月を超えて入院している方

�支給額　　月額　２６，３４０円
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　交付基準に該当することが確認できる書類（身体障害者手帳等）。
　代理申請の場合は、代理人の本人確認ができるもの（運転免許証、健康保険証等）を
ご持参ください。

※利用証は、ルームミラーにつり下げて提示していただきます。
※身障者等用駐車場が満車の場合には、利用証を持っていても駐車できないこ
とがありますのでご了承ください。

�問い合わせ先
　福祉課　社会福祉グループ　　�５２－１１１１（内線１３５）
　各総合支所市民福祉課　　　　山　方　�５７－６８１２　　美　和　�５８－３８５０
　　　　　　　　　　　　　　　緒　川　�５６－３９９２　　御前山　�５５－２１１３

申請に必要な書類等

▲利用証

　相談支援事業所は事業者としてのネットワークを生かし、また障害者相談員の皆さんは、同じ障がい者ま
たは障がい者の家族の立場で自らの豊富な経験から、障がいのある方やその家族のさまざまな相談に応じて
います。不安や悩みなどお気軽にご相談ください。
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横塚　�江
５３－１５８７

�澤　�典
５３－７０５７

連絡は���でお願いします。

小田部まつゑ
５２－３１２６

矢野　正紀
５６－２０１４

横山　一洋
５５－２６３４

身体障害者相談員

澤海　ひさ子
５２－３８９３

堀江　たみ子
５８－２３８０

篠田　美津江
５５－３５７０

上久保　久一
５７－９３６９

知的障害者相談員

市社会福祉協議会
（身体障がい・知的障がいの相談）

５３－１１２５

メンタルサポートステーション　きらり
（精神障がいの相談）
０２９５－７２－５８８１

相談支援事業所

　車いす使用者用駐車場における、健常者の不適切な利用を防ぎ、本当に必要としている障がい者等の歩行
困難な方に対し、「いばらき身障者等用駐車場利用証」を交付し、利用しやすい環境を整備する制度が平成２３
年１０月１日より施行されました。

　次のいずれかの基準に該当し、かつ歩行困難な方
４級以上視覚障害者
３級以上聴覚障害

聴覚又は平衡機能の障害
５級以上平衡機能障害
２級以上上肢機能障害

肢体不自由
６級以上下肢機能障害
５級以上体幹機能障害
２級以上上肢機能

乳幼児期以前の非進行性の脳病変による運動機能障害
６級以上移動機能

４級以上心臓・じん臓・呼吸器・ぼうこう又は直腸・小腸・肝臓・ヒト免疫不全ウィ
ルスによる免疫機能障害内部障害

療育手帳の障害の程度が「○Ａ 」又は「Ａ」の方知的障害者
精神保健福祉手帳の等級が「１級」の方精神障害者
介護保険被保険者証の要介護状態区分が「要介護１」以上の方高齢者
「一般特定疾患医療受給者証」又は「小児慢性特定疾患受診券」を交付された方難病患者
母子手帳を交付された方で「妊娠７カ月～産後６カ月」の方妊産婦

対象者

�������	
������������������������	
�����������������


